
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボラレンニュース 
掛川市ボランティア連絡協議会 広報誌 

令和元年度 第３号 発行者：掛川市ボランティア連絡協議会 会長 神谷 正二 

11 月 17 日（日）に大東市民交流センター

フェスタが開催されました。 

今年で 10 回目となるバザーは、毎年人

気があり、開始時間前から行列ができるほ

どでした。日本赤十字奉仕団のおかげで、

たくさんの商品が集まりました。開始 1 時間

後には多くの商品が購入されました。売り

上げの 20,520 円は岩手県災害支援金とし

て、寄付させていただきました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

大東児童館まつり 

      バルーンづくり 

発行日 令和２年 3月２日 

大東市民交流センターフェスタ バザー  

1 月 19 日（日）大東保健センター2 階にある 

大東児童館にて児童館まつりが開催されました。 

毎年恒例のバルーンづくりで参加しました。 

会員 2 名で子どもたちのリクエストに応えて、動物

や、お花などをバルーンでつくり提供しました。 

開始から終了まで子どもたちが途切れることなく

大盛況でした。 

多くの子どもたちと触れ合うことができ、楽しい 

1 日となりました。 
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遠州横須賀凧揚げまつり“おしるこ提供” 

 毎年 2 月に開催されている凧揚げまつりに

地域貢献活動としておしるこを提供していま

す。来場された皆さんはボラ連が作る美味しい

おしるこのファンなのか大勢の方に召し上がっ

ていただくことができました。 

提供数はなんと２００杯でした！！！ 

おかげさまで、助け合い募金もたくさんの方に

ご協力をしていただきました。集まった募金総

額は 11,367 円でした。 

掛川市社会福祉協議会へ寄付しました。 

ありがとうございました。 

第４２回静岡県ボランティア研究集会 

2 月 9 日（日）島田市民総合施設プラザおおるりにて開催された第 42 回静岡県ボランティア研究集

会に掛川市ボランティア連絡協議会から 16人,一般市民 2人,社協職員 1人,計 19人が参加しました。 

基調講演は一般社団法人WheeLog代表理事 織田 友理子さんで、織田さんは 22歳で遠位型ミ

オパチーと診断され当事者となりました。NPO法人 PADM代表や、車椅子ウォーカーの公開、みんなでつく

るバリアフリーマップアプリ「WheeLog」を開発した後、一般社団法人 WheeLog を設立されました。 

講演の中では、一人の人間として社会と繋がり続け、誰かの役に立ちたいと様々な活動をしていること

を報告されていました。また、たとえ難病や障害を抱えることになっても誰しもが安心して生きていける社

会を構築するために、心のバリアフリーを皆さんと一緒に広めていきたいと当事者でないとわからない視点

からお話をしてくださいました。 

 

 


